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 本資料は，工認図書「Ⅵ-2-1-1 耐震計算の基本方針」の関連図書として作成し，重

大事故等対処設備の分類及び耐震設計の概要を説明するものである。 

1. 重大事故等対処設備の分類の概要

設計基準対象施設，設計基準対象施設を兼ねる重大事故等対処設備，常設重大事故

防止設備，常設重大事故防止設備（設計基準拡張），常設重大事故緩和設備，常設重

大事故緩和設備（設計基準拡張）のそれぞれの考え方及びこれらの関係性について図

１に示す。 

2. 重大事故等対処設備の分類に応じた耐震設計の概要

重大事故等対処設備の分類に対する耐震設計の概要を表１に示す。

重大事故等対処設備の設備の分類は，設計用地震力の観点で，基準地震動Ｓｓによ

る地震力に対して重大事故等に対処するために必要な機能が損なわれないよう設計す

るものと静的地震力に対して十分耐えるよう設計するものに大別される。 

同様に，許容限界についても重大事故等に対処するために必要な機能が損なわれる

おそれがない設計とするものと，おおむね弾性状態にとどまる範囲で耐える設計とす

るものに大別されるが，建物・構築物，機器・配管系，土木構造物といった施設によ

って具体的な許容限界は異なることから，それぞれの許容限界を示している。 
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設
計
基
準
対
象
施
設
の
う
ち
，
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
機
能
を
有
す
る
設
備
 

ａ
 
設
計
基
準
対
象
施
設
を
兼
ね
る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

a
-
2
 常

設
重
大
事
故
緩
和
設
備

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
 重
大
事
故
等
対
処
設
備
 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
 

a-
1 
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備

b-
2
 
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

＊

b-
1 
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）
 

設
計
基
準
対
象
施
設

 

ｂ
 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
 

（
例
）
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
 

（
例
）
ほ
う
酸
水
注
入
系
（
進
展
抑
制
）
 

（
例
）
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

 発
電
用
原
子
炉
施
設
の
う
ち
，
運
転
時
の
 

異
常
な
過
度
変
化
又
は
設
計
基
準
事
故
の
発

生
を
防
止
し
，
又
は
こ
れ
ら
の
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
も
の
 

（
設
置
許
可
基
準
規
則
 第

2条
第
2項

第
7号

）
 

 重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
の
機
能
を
有
す
る
設
備
 

（
設
置
許
可
基
準
規
則
 第

 2 条
第
 2 項

第
 1
4 号

）
 

技
術
基
準
規
則
に
要
求
さ
れ
る
Ｓ
Ａ
設
備
で
は
な
く
，
有
効
性
評
価
に
お
い
て

重
大
事
故
時
等
に
機
能
を
期
待
す
る
設
計
基
準
対
象
施
設
 

（
令
和
3年

9月
15
日
付
け
「
原
規
規
発
第
2
1
0
91
5
2
 号

」
を
も
っ
て
許
可
を
受
け
た
 

「
島
根
原
子
力
発
電
所
発
電
用
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請
書
」
添
付
書
類
八

 

1.
1.
7 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
関
す
る
基
本
方
針
よ
り
引
用
）
 

注
記
＊
：
島
根
２
号
機
に
は
「
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
）
」
は
存
在
し
な
い

 

図
１
 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
分
類
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表
１
 
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
設
備
の
分
類
に
対
す
る
設
計
用
地
震
力
及
び
許
容
限
界

 

設
備
分
類
 

耐
震
ク
ラ
ス

＊
１
 

設
計
用
地
震
力
 

許
容
限
界
 

a
-1
)
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備

の
う
ち
，「

常
設
耐
震
重
要
重
大

事
故
防
止
設
備
」

a
-2
)常

設
重
大
事
故
緩
和
設
備

b
-1
)
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）
の
う
ち
，
当

該
設
備
が
属
す
る
耐
震
重
要
度

分
類
が
Ｓ
ク
ラ
ス
の
も
の

Ｓ
 

・
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
に
よ

る
地
震
力

＊
２
 

・
弾
性
設
計
用
地
震
動
Ｓ

ｄ
に

よ
る

地
震

力
＊

２

（
土
木
構
造
物
除
く
）
 

重
大
事
故
等
に
対

処
す
る
た
め
に
必

要
な
機
能
が
損
な

わ
れ
る
お
そ
れ
が

な
い

設
計

と
す

る
。
 

＜
建
物
・
構
築
物
＞
 

建
物
・
構
築
物
が
構
造
物
全
体
と
し
て
の
変
形
能
力
（
終
局
耐
力
時
の
変

形
）
に
つ
い
て
十
分
な
余
裕
を
有
し
，
終
局
耐
力
に
対
し
て
妥
当
な
安
全
余

裕
を
持
た
せ
る
こ
と
と
す
る
（
評
価
項
目
は
せ
ん
断
ひ
ず
み
，
応
力
等
）。

 

＜
機
器
・
配
管
系
＞
 

塑
性
ひ
ず
み
が
生
じ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
，
そ
の
量
が
小
さ
な
レ
ベ
ル

に
と
ど
ま
っ
て
破
断
延
性
限
界
に
十
分
な
余
裕
を
有
し
，
そ
の
施
設
に
要

求
さ
れ
る
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
応
力
，
荷
重
等
を

制
限
す
る
。
 

ま
た
，
地
震
時
又
は
地
震
後
に
動
的
機
能
又
は
電
気
的
機
能
が
要
求
さ

れ
る
機
器
に
つ
い
て
は
，
基
準
地
震
動
Ｓ
ｓ
に
よ
る
応
答
に
対
し
て
，
試
験

等
に
よ

り
確

認
さ

れ
て
い

る
機

能
確

認
済

加
速

度
等
を

許
容

限
界

と
す

る
。
 

＜
土
木
構
造
物
＞
 

構
造
部
材
の
曲
げ
に
つ
い
て
は
限
界
層
間
変
形
角
，
限
界
ひ
ず
み
，
降
伏

曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
，
曲
げ
耐
力
又
は
許
容
応
力
度
，
面
外
せ
ん
断
に
つ
い
て

は
せ
ん
断
耐
力
又
は
許
容
応
力
度
，
面
内
せ
ん
断
に
つ
い
て
は
限
界
せ
ん

断
ひ
ず
み
を
許
容
限
界
と
す
る
。
 

な
お
，
限
界
層
間
変
形
角
，
限
界
ひ
ず
み
，
降
伏
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
，
曲

げ
耐
力
，
限
界
せ
ん
断
ひ
ず
み
及
び
せ
ん
断
耐
力
に
対
し
て
妥
当
な
安
全

余
裕
を
持
た
せ
る
こ
と
と
し
，
そ
れ
ぞ
れ
の
安
全
余
裕
に
つ
い
て
は
，
各
施

設
の
機
能
要
求
等
を
踏
ま
え
設
定
す
る
。
 

a
-1
)
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備

の
う
ち
，
常
設
耐
震
重
要
重
大

事
故
防
止
設
備
以
外
の
常
設
重

大
事
故
防
止
設
備

b
-1
)
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）
の
う
ち
，
当

該
設
備
が
属
す
る
耐
震
重
要
度

分
類
が
Ｂ
ク
ラ
ス
又
は
Ｃ
ク
ラ

ス
の
も
の

Ｂ
，
Ｃ
 

・
静
的
地
震
力

・
耐
震
ク
ラ
ス
が
Ｂ
ク
ラ

ス
の

も
の

で
共

振
の

お
そ

れ
の

あ
る

施
設

に
つ
い
て
は
，
弾
性
設

計
用

地
震

動
Ｓ

ｄ
か

ら
定

め
る

入
力

地
震

動
の

振
幅

を
２

分
の

１
し

た
も

の
に

よ
る

地
震
力

お
お
む
ね
弾
性
状

態
に
と
ど
ま
る
範

囲
で
耐
え
る
設
計

と
す
る
。
 

＜
建
物
・
構
築
物
＞
 

建
築
基
準
法
等
の
安
全
上
適
切
と
認
め
ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
に
よ
る

許
容
応
力
度
を
許
容
限
界
と
す
る
。
 

＜
機
器
・
配
管
系
＞
 

応
答
が
全
体
的
に
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
と
ど
ま
る
も
の
と
す
る
（
評

価
項
目
は
応
力
等
）。

 

＜
土
木
構
造
物
＞
 

安
全
上
適
切
と
認
め
ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
に
よ
る
許
容
応
力
度
を
許

容
限
界
と
す
る
。
 

注
記
＊
１
：
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
の
代
替
す
る
機
能
を
有
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
属
す
る
耐
震
重
要
度
分
類
の
ク
ラ
ス
又
は
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
（
設
計
基
準
拡

張
）
が
属
す
る
耐
震
重
要
度
分
類
の
ク
ラ
ス
。
ま
た
，
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
に
つ
い
て
は
，
当
該
ク
ラ
ス
を
Ｓ
と
表
記
す
る
。
 

＊
２
：
事
故
事
象
の
発
生
確
率
，
継
続
時
間
及
び
地
震
動
の
年
超
過
確
率
の
関
係
を
踏
ま
え
適
切
な
地
震
力
と
組
み
合
わ
せ
る
。
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